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（提案理由） 

３障害一元化の理念の下、心身障害者福祉手当の対象に３障害が並ぶ

まで、足立区独自で精神障がい者福祉手当を支給し障がい者の福祉の増

進を図るため、この条例案を提出する。 



足立区心身障害者福祉手当条例の一部を改正する条例 

 

足立区心身障害者福祉手当条例（昭和４９年足立区条例第３１号）の

一部を次のように改正する。 

題名を次のように改める。 

足立区障がい者福祉手当条例 

第１条中「心身に障害を有する者」を「障がいを有する者」に、「心

身障害者福祉手当」を「障がい者福祉手当」に改める。 

第２条第１項中「心身障害者福祉手当」を「障がい者福祉手当」に、

「心身に別表に定める程度の障害を有するもの」を「別表に定める程度

の障がいを有するもの」に、「「障害者」を「「障がい者」に、「障害

者となつた」を「障がい者となつた」に改め、同条第２項及び第３項中

「障害者」を「障がい者」に改める。 

第３条第１号中「第３号」を「第４号」に改め、同条第２号中「障害」

を「障がい」に改め、同条に次の１号を加える。 

（３） 別表第３号に該当する者 ４，０００円 

別表の１の項中「知的障害者」を「知的障がい者」に改め、同表の２

の項中「身体障害者であつて、身体の障害の程度が」を「身体障がい者

であつて、身体の障がいの程度が」に改め、同表の３の項を同表の４の

項とし、同表の２の項の次に次のように加える。 

３ 精神障がい者であつて、精神の障がいの程度が、精神保健及び精

神障害者福祉に関する法律施行令（昭和２５年政令第１５５号）第

６条第３項に定める１級であるもの 

付 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

（準備行為）  

２ この条例による改正後の足立区障がい者福祉手当条例（以下「新条



例」という。）第３条第３号に規定する手当（以下「手当」という。）

の支給に必要な準備行為は、この条例の施行日前においても行うこと

ができる。 

（申請日の特例） 

３ 平成２７年４月１日前に新条例第３条第３号に規定する者であつて、

同年７月３１日までに手当の受給資格の認定の申請（以下「申請」と

いう。）をした者については同年４月１日に、同日から同年７月３１

日までの間に新条例第３条第３号に規定する者となつた者で、同日ま

での間に申請をした者についてはその該当するに至つた日に、それぞ

れ申請があつたものとみなす。 

 （足立区難病患者福祉手当条例の一部改正） 

４ 足立区難病患者福祉手当条例（昭和５０年足立区条例第４４号）の

一部を次のように改正する。 

  第２条第３項第１号中「足立区心身障害者福祉手当条例」を「足立

区障がい者福祉手当条例」に、「心身障害者福祉手当の」を「障がい

者福祉手当の」に改める。 


